
CCSBT遵守計画 

（第 26回委員会年次会合（2019年 10月 17日）改正） 

目的 

遵守計画は、2015年 10月に承認された CCSBT戦略計画を支持する。遵守計画は、

特にカテゴリーCに関するビジョンを支持する。 

「メンバーは、委員会を通じて SBTの管理に積極的に参加し、 

その決定を実施する。」 

遵守計画の目的は、委員会及びそのメンバーに対して、それらの CCSBT保存管理

措置に対する遵守を向上させ、将来的にその完全遵守を達成させる枠組みを示すこ

とである。 

遵守計画は、優先的な遵守リスクに取り組むための「5年間の行動計画」を含んで

いる。当該行動計画は、少なくとも 5年に一度レビューされ、追認されるか又は更

新される。したがって、行動計画は、「生きた」文書であり、重点項目は時間とと

もに変更される。 

この文書において、メンバーには、拡大委員会の協力的非加盟国（CNM）が含ま

れ、全ての委員会には拡大委員会（EC）も含まれる。 

 

構成 

この計画は、以下に掲げる 5つのパートから構成されている。 

1. ゴール及び戦略 

2. 遵守に関する原則  

3. 役割及び責任 

4. 計画実施及びレビュー 

5. 5年間の行動計画（別添 1） 

  



パート 1 : ゴール及び戦略 

ゴール 

CCSBT戦略計画は、メンバーによる参加及び実施に関連する 4つのゴールを特定し

ている（カテゴリーC）。 

• 監視、管理及び取締り（ゴール 8） 

統合され、目標を定めた、並びに費用対効果の高い監視、管理及び取締り措

置を委員会のゴールにかなうよう稼働する 

• メンバーの義務（ゴール 9） 

全てのメンバーが CCSBTの規則を遵守する 

• 途上国支援（ゴール 10） 

途上国が委員会の管理措置及び他の要件を遵守することができる 

• CCSBTへの参加（ゴール 11） 

SBTを漁獲する全ての国並びに地域的な経済統合のための機関（REIO）及び

主体を委員会に参加させるとともに、SBTの管理に協力させる。寄港国及び

市場国に対して CCSBTの目的及び管理に関する取決めに協力するよう要請

する。 

 

戦略 

戦略は、これらのゴールを達成するために提案される手段であり、それぞれのゴー

ルに対応した番号を付している。 

下記の戦略は、CCSBT戦略計画において規定された戦略に基づいている（日本語版

16-17ページ）。一部の戦略については、タイトルに修正を加えており、記述も詳し

くしている。戦略 8.4は、非メンバーの IUU漁業の監視を明示的に網羅できるよう

拡大している。 

 

8.1合意された MCS措置をメンバーが実行する 

遵守委員会は、メンバーによる CCSBT保存管理措置の実施を監視する。これに

は、保存管理措置の包括的なリストの維持、及び当該措置に基づくメンバーの義務

に対する各メンバーからの定期報告も含まれる。メンバーからの報告書は、遵守委

員会によって分析され、メンバーは当該報告書に関する質問及びフィードバックを

受ける。また、独立的な監査が実施される（戦略 9.1を参照）。 

遵守委員会は、既存の遵守政策を引き続き策定1し、そして定期的にこれをレビュー

する。かかる政策は、例えば文書「CCSBTの義務を遂行するための最低履行要件」

のように、メンバーの義務及び関連する履行要件を明記するものである。遵守政策

は、委員会の合意によって採択される。 

 
1 遵守政策ガイドラインとしては、最低履行要件（CPG1）、是正措置（CPG3）及び情報収集及び共

有（CPG4）に関するものが策定されている。 



 

8.2 遵守計画の実施 

新たに発生した遵守リスクに対応するため、又は効果のない若しくは効率の悪い措

置の代わりとするため、新規の措置が必要となる可能性がある。遵守委員会は、委

員会に勧告する措置や義務を策定する際は、リスク管理の手法を採用する。これに

は、以下に掲げるものが含まれる。 

a) 委員会の目標を達成するため、追加的な MCS措置及び／又は合意された

MCS措置の改善の必要性について評価する 

b) 実施中の MCS措置と必要となる改善又は追加的な措置及びこれらの措置の実

施プロセスの間のギャップを特定する 

保存管理措置の変更又は追加に関する勧告には、履行要件も含まれる。 

 

8.3 メンバーの遵守強化 

漁場から市場までの SBT漁業の各段階（転載、蓄養、貿易等）における十分な遵守

を確保すべく、メンバーの取組を引き続き強化する。 

遵守委員会は、メンバーが効果的な MCS制度及び費用対効果の高い遵守業務の遂行

を計画及び実施するのを支援するための政策及びガイドラインを引き続き策定す

る。かかる政策及びガイドラインは、メンバーの義務に基づくものとし、義務を遂

行しないリスクを回避、改善又は緩和するための最善の方法に焦点を合わせるもの

とする。 

この戦略の一環として、FAO寄港国措置協定及び各メンバーの国内法及び規制を踏

まえ、寄港国による検査に関する決議をレビューする必要がある。 

8.4 SBT市場の拡大の監視 

委員会及びメンバーは、非協力的非加盟国（CNSM）による SBTの漁獲量／死亡

量、及び／又はそれらの SBT市場の拡大を積極的に監視する。これには、MCS活動

を通じたモニタリング及び SBTに関する貿易データの定期的なレビューも含まれ

る。 

CCSBTの義務に反する全ての SBT漁業を支援する非メンバー及び寄港国は、

CCSBTの措置に協力するよう要請される。IUU SBT漁業への対抗措置が実施され、

これには国際法と整合的な貿易及び市場措置の適用が含まれる。 

 

8.5遵守に関するデータの交換 

遵守委員会は、MCSに関する情報を、メンバー間で、及び必要に応じて寄港国、市

場国及び沿岸国と、交換及び共有することを促進するための政策及び規則を引き続

きレビューする。これには、必要となるデータの機密性に関する規則のレビューも

含まれる。 

遵守委員会は、メンバー、その他の関係団体（寄港国、市場国、沿岸国、他の地域

漁業管理期間（RFMO）及び NGO等）、及び一般の者との間の情報共有を促進す



る。これには、情報共有を障害するものの除去、情報共有の経費を圧縮するための

制度の設立、及び委員会の情報へのオープンアクセスを最大化する政策の採択、に

積極的に取り組むことが含まれる。 

 

8.6 事務局による MCS業務 

事務局は、遵守委員会に対して、遵守政策及びプロセスに関する助言を提供し、共

有される遵守業務の指定及び発注を支援する。 

これには、以下の事項が含まれる。 

a) 提出された MCSデータを分析を実施し、かかるデータの傾向を毎年報告する 

b) 事務局に提出されたデータに基づき、既存のMCS措置の有効性を評価する 

c) CCSBTによる遵守に関する取組を管理及び監視する 

d) 遵守制度及び計画（例えば、漁獲証明制度及び報告）の管理 

事務局は、予算上の決定に応じて、委員会に対して MCSに関する業務を提供するこ

とができるが、これは費用対効果が高く、かつ事務局の中心的な任務である委員会

へのサポート、委員会運営の円滑化及び委員会に関する情報の管理を阻害しない形

で実施することが可能な場合とする。かかる業務は、専任職員又は業務契約を通じ

て実施することができる。 

 

8.7 調査及び開発 

遵守委員会は、MCS制度の実施を促進するべく、新しい技術及び手法に関する調査

の開始を勧告する。有望な技術については、試験的に実施し、その実用性及び費用

対効果について評価する。当該試験のための負担割合は、遵守に関するリスク及び

便益に基づくものでなければならない。試験のための資金拠出については、技術及

びその適用に応じて、メンバーが個別に又は協力して行うことができる。 

 

9.1 メンバーの MCS制度及びプロセスの監査 

保存管理措置及び CCSBTに関連する国際的な義務に対するメンバーの履行、取締

り及び遵守に対して、定期的に監査が行われる。 

遵守委員会は、メンバーに対して、当該メンバーの SBTに関連する MCS制度に対

して独立的に監査が行われるよう要請する。かかる監査は、メンバーが遵守政策ガ

イドライン 1－最低履行要件（MPR）により定義された CCSBTにおける義務を遂行

するために実施している制度及びプロセスに焦点を合わせる。監査報告書は、全て

のメンバーに公表される。かかる監査の目的は、メンバーに対して、当該メンバー

のMCS制度の妥当性を保証するものであり、また改善分野を特定し、そして委員会

に対して当該メンバーは自らの義務を果たしていることを保証するものである。 

 



9.2 是正措置及び改善 

遵守委員会は、CCSBT規則への違反に対して CCSBT是正措置政策を適用し、及び

CCSBTの義務の遵守を促進するためのインセンティブを定める。 

メンバーが主要な保存管理措置及び義務（特に漁獲管理措置及び MCS措置）を遵守

していないことについて、これを信じるに足る合理的な理由があった場合には、遵

守委員会は、調査を行うよう勧告する。調査結果は、委員会によって検討される。 

 

10.1発展途上国であるメンバー、及び適当な場合は非メンバーによる委員会の要件
の遵守への支援 

遵守委員会は、委員会がメンバーに技術及び資金を提供し、当該メンバーが自らの

義務を遂行するために漁業MCS制度の開発及び実施を行うのを支援するよう勧告す

る。支援には、以下に掲げる項目を含めることができる。 

• 教育、訓練及び特別業務 

• 技術コンサルタント 

• 業務の共有 

• 財政支援 

遵守委員会は、途上国のメンバーと共に作業を行い、以下の事項を実施する。 

a) 途上国による CCSBTの義務の遂行を確保するためには、いかなる分野に対

する支援が有益であるか特定する 

b) 支援の提供方法について特定する（例：技術向上、派遣、ワークショップな

ど） 

c) 途上国が委員会の要件を実施するのを支援する計画を策定及び実施する 

 

11.1 包括的な協力 

CCSBTの管理措置の広範な実施を促進するため、遵守委員会は、 

a) NCNMによるあらゆる漁獲量／死亡量を特定し、関連する主体に対して協力

を求めるよう勧告する。 

b) 運搬船の旗国であって SBTの漁獲は行っていない国といったより幅広い当事

者による参加及び／又は協力を得るための方法について調査し、これを勧告

する。 

c) SBTに関係する重要な寄港国、市場国又は沿岸国となっている又はなりそう

な非メンバー国を特定する。このような国は委員会に通報され、委員会はか

かる国々に対して CCSBTの管理措置への協力を要請するかどうかについて

検討する。 

  



パート 2：遵守に関する原則 

この計画を実施する際には、以下に掲げる原則が決定のための指針となる。 

遵守要請：メンバーは、効果的な遵守制度の実施を通じて、CCSBTの義務を遵

守するよう要請されなければならない。 

抑止策：IUU漁業を発見し、処罰するための効果的な抑止策が用いられなければ

ならない。 

責任：メンバーは、世間に対して、自身の CCSBT上の義務を果たしていること

の説明責任を有しなければならない。 

公開及び透明性： 

a) 遵守に関する情報が、全てのメンバーによって利用可能な状態でなければな

らない。 

b) 全てのメンバーが議論に参加しなければならない。 

c) 全ての遵守報告書は、可能な限り直ちに公表されなければならない（ただ

し、CCSBT手続規則の規則 10に従うことを条件とする）。 

協力及び共同活動：メンバーは、共同活動等を通じて協力し、効果的な監視を推
進し、かつ遵守のレベルを向上させなければならない。 

インセンティブ：前向きなインセンティブによって、メンバーによる遵守制度の
監視及び改善が奨励されなければならない。 

効率性：遵守義務は、費用対効果があるものでなければならず、メンバーに対し
て不当な経費を負担させてはならない。 

リスク管理：保存管理措置並びにそれを支援する制度及びプロセスの変更又は追
加の決定を行う際には、リスク管理の手法が適用されなければならない。 

 

  



パート 3：役割及び責任 

 
メンバー 

• 委員会の政策、企画及び保存管理措置の策定に関連する意思決定プロセス

に積極的に参加する。 

• 義務を遂行し、かつ委員会によって合意された措置を確実に遵守する。 

• 効果的な漁業 MCS制度を実施し、そして自国の船籍を持つ船舶及び許可

蓄養場がメンバーの規則2に従うことを確保する。 

• 遵守委員会に対して、措置及び義務の実施状況、並びに措置及び義務を効

果的に遵守するために改善が必要な全ての分野を報告する。 

• 発見された全ての重大な非遵守及び実施された改善措置について報告す

る。 

• 委員会が合意した全ての是正措置又は改善措置を実施する。 

 

委員会 

• 遵守計画及び「5年間の行動計画」を承認する。 

• 全ての是正措置及び改善措置を決定する。 

• 遵守委員会からの勧告を検討し、最終決定を下す。 

 

遵守委員会 

• 政策に関する枠組、ガイドライン及び技術的支援を勧告し、メンバーによ

る CCSBT措置の効果的かつ一貫した実施を促進する。 

• 委員会の措置に対するメンバーの履行状況を監視する。 

• 年次遵守リスク評価を実施する。 

• 遵守に関するリスクの特定に基づき、「5年間の行動計画」（別添 1）を

レビューし、更新を勧告する。 

• 遵守リスクに対応するべく、CCSBTの義務の追加又はその修正を勧告す

る。 

• 監査報告をレビューし、遵守に関する監査を勧告する。 

• 疑義のある重大な非遵守に対する調査を勧告し、必要な場合には、あらゆ

る是正措置又は改善について勧告する。 

 

事務局 

• メンバー間の建設的な作業の協力関係を促進する。 

• 包括的であり、全てのメンバーを含む形であり、かつ透明性がある意思決

定プロセスを推進する。 

• メンバー及び委員会の任務及び責任に寄与する情報を管理及び配信する。 

• 教育、特別及び専門業務の実施を推進し、委員会の措置の効果的な実施を

支援する。 

• 遵守委員会のための総括及び不調和報告書を作成する。 

• 遵守委員会に対して、遵守/MCSに関する政策、計画、ガイドライン及び

業務についての助言を行う。 

 
2 「規則」には、法令、許認可の条件を含む。 



パート 4：計画の実施及びレビュー 

実施責任 

遵守委員会は、委員会の指揮及び監督の下、この計画の実施運用についての責任を

有し、これには、以下の事項が含まれる。 

 

• 年次遵守リスクレビュー 

• 「5年間の行動計画」の 5年に一度のレビュー及び更新 

 

遵守委員会は、委員会によって検討され決定されるよう、行動計画、新しい義務、

政策、その他の行動に関する勧告を行う。 

 

事務局は、遵守委員会及び委員会の両方に対して、技術的及び事務的な支援を行う

とともに遵守政策に関する助言を行う。 

 

レビュー 

CCSBT戦略計画がレビューされた場合には、委員会は直ちに遵守計画をレビューす

る。「5年間の行動計画」（別添 1）は、遵守委員会によって少なくとも 5年に一度

レビューされる。 

 

 


